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Ｌ

障害福祉サ一ビスの利用についてＦさんからご寄稿いただきましたo

障害者総合支援法による福祉サ一ビス

F名古屋市

　

障害者福祉のしおりｊを参照しました

障害福祉サ一ビス等体系

　

障害者種別丿身体障害者丿知的障害丿精神障害C発達障害を含むい一定の範囲の難病ぐｉＤに

かかわらず全国共通の仕組みで行なわれるF自立支援給付jと市町村の工夫によりづ障害者の

方の状況に応じて柔軟に実施でいるF地域生活支援事業Jとにわけられますo

　

F障害福祉サ一ビスJは介護の支援を受けるF介護給付Jと訓練等受けるF訓練等給付jに分

けられますo

　　

搦図は別紙にて

　　

搦40歳以上64歳未満の生活保護受給者の人が障害者福祉サ一ビスを利用することができ

　　　

ますo

2o基本的な手続きの流れ

　　

区役所の障害者福祉課または支所区民福祉課が窓口になりますo

口相談ｌ情報収集

　　

居宅サ一ビスや施設などの利用を希望されるときはら福祉課または搦1障害者基幹相談支

　　

援センタ一に相談してください

　　　　　　　　

１

昌

　

利用申請

　　

具体的な利用のサ一ビスが決まったら丿障害福祉課にサ一ビス利用の申請を行ってくださ

　　

い

　　　　　　　　

ｌ

図

　

障害支援区分の認定

　　

一心身状態の80項目の認定調査をおこないます

　　

一認定調査と医師の意見書に基づいて審査会での審査ｌ判定を受けい障害支援区分認定が

　　　

おこなわれますo

　　

硲訓練等給付い同行援護い地域相談支援給付のみの支給決定の場合はＪ已定調査のみ行いい

　　　

審査一判定及び障害支援区分の認定はおこないませんo

　　　　　　　　

毒

困

　

サ一ビス等利用計画案の作成

　　

ｌ障害者福祉サ一ビスを利用する方の意向を踏えてぃ適切な障害福祉サ一ビスの利用とな

　　　

るよう目標などを定めた計画を作成するo

　　

lサ一ビス等利用計画案の作成は豪2指定特定相談支援事業所に依頼することができるそ

　　　

の場合障害者福祉サ一ビス利用のための支援や調整を併せて依頼できますo

３



障害者総合支援法米による障害福祉サ一ビスI

　

来正式な法律名は7障害者の日常生活及び社会生活を総８的に支援するための法律Jといいますo

1

　

障害福祉サ一ビス等の体系

　　

サ一ビスはい障害の種別ぐ身体陣言り0的降害ｓ精神障害ぐ発達障害をまむoりII一定範囲の難病川こ

　

かかわらず全国共通の仕組みで行われるr自立支援給付Jとo市I町村の創意工夫によ吼障害のある方の

　

状況に応じて柔軟に突施できるr地域生活支援事業Jに大別されますo

　　　

F自立支援給句JIよ哨９の障害のある方の状態に応じ必要な支援の度合や勘案ｊべき事項C社会活動

　

や介護価い居住の状況りを踏まえい個別に支給決定が行われるF障害福祉サ一ビスJのほｶﾍ

　

F地t就相談

　

支緩給付JF計Ｉ相談支援給付jr禎装具JF自立支援医嘩Jにより褐収されいr障害福祉サ一ビスJF乱

　

介讃の支援を受けるF介護給付Jo訓練等の支援を受けるF訓練等給付Jに分けられますo

障害のある方

　　　　　

C障告福祉サ一ビスj

参介護給付

　

一居宅介護ぐホ一ムヘルプj

　

一里度訪問介護

　

一同行援護

　

一行動援護

　

一重度飾患者等包括支媛

　

寸短期入所ぐシIヨ一トステイり

　

一生活介護

　

一際蕎介護

　

一施設入所支援

ｅ訓練等給付

　

ｌ白立訓練

　

一就労移行支援

　

ｌ就労継続支援

　

一就労定掴支援

　

一自立生活援助

　

Ｉ共同生活援助くクル一プホ一ムン

目立支援給付

４

丿ゴ竺竺竺芒

一移動支援事業

一地域活動支援事業

I E3常生活用具給付等事業

ｌ相談支援事業

　

なと

11S嘆相談支援給付

　

一地域移行支援

　

り也域定着支援

参計画相談支媛給付

　

ｌサ一ビス利用支援

　

一継続サ一ビス利用支援

参自立支媛医療

　

一育成医療

　

一更生医霖

　

ｌ精押通院医霖

Ｉ預装具

　

一一一一一一一
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１

Ｏ

　

サ一ビス等利用計画案の提出

　　

作成したサ一ビス等利用計画案を障害福祉課に提出します

　　　　　　　　　

１

面

　

支給決定ぐ受給者証交付う

　　

ｌサ一ビスの利用意向い介護を行なう者の状況を聞き取った上いサ一ビス等利用計画や障

　　　

害支援区分を踏まえてＪ章害福祉課で障害福祉サ一ビスの内容い支給期間を決定しますo

　　

一利用者負担の上限額も決定しますo

　　

一支給決定した方ににな受給者証交付しますo

　　　　　　　　　

l

口サ一ビス等利用計画の作成

　　

一支給決定内容を踏まえてぃ指定特定相談支援授業者を中心にいサ一ビスの利用を希望す

　　　

る事業所や施設とその利用方法を調整レザ一ビス等利用計画を作成しますo

　　　　　　　　　

l

図

　

サ一ビス利用

　　

丿サ一ビス等利用計画に基づきい指定事業者い施設に利用申し込みいサ一ビス利川に関わ

　　　

る契約をかわしますo

　　　　　　　　　

l

図

　

モニタリングの実施

　　

定期的に指定特定相談支援事業所によりいサ一ビスの利用状況の確認が行われますo

搦1障害者基幹相談支援センタ一とはい市が委託した団体が運営しておりい障害者帳Dとその

　

家族の方の地域における生活を支援するためい福祉サ一ビスの利用や各種制度の活用に関す

　

ることなどいさまざまな相談に応じる身近な相談窓口ですo

搦2指定特定相談事業所とは障害福祉サ一ビスの利用申請に当たりエサ一ビス等利用計画につ

　

いて相談などの支援を行なうとともにサ一ビス事業者等の関係機関の連絡調整などの支援

　

を行ないますo

3o障害福祉サ一ビスと介護保険の関係

　　

心5歳以上で介護や支援を必要とする人は介護保険制度による医療や福祉サ一ビスが対象と

　　　

なりますoまたい40一64歳で医療保険に加入している人でF特定疾病jにより介護や支援が

　　　

必要となった場合も介護保険のサ一ビスの対象者になりますo

ｌ介護保険制度と障害者福祉サ一ビスの両方が対象になる場合はﾕ原則として介護保険制度が

　

優先されますo両方が対象となる場合とは介護保険制度になく障害者福祉サ一ビスを必要と

　

するときや介護保険では日常生活が送れない時は障害者福祉サ一ビスを使うことができま

　

すo

一F特定疾病jで40一64歳の人で生活保護を受けている人は障害者福祉サ一ビスが優先になり

　

ますo

５



硲特定疾病ぐ加齢と関係かおる16疾病丿

　　

口がんぐ医師が一般に詰められている医学的知見に基づき回復の見込みがない状態に

　　

至ったと判断したものに限るい

　

面関節リウマチ

　

図筋萎賠匪側索硬化症

　

廊後縦靭

　　

帯骨化症

　

面骨折を伴う骨粗耘症

　

面初老期における認知症

　

口進行院核上性麻庫い

　　

大脳皮質基底核変性症及びパ一キンソン病lパ一キンソン病関連疾患l

　

図脊髄小脳

　　

変性症

　

回脊柱管狭窄症

　

磨早老症

　

卯多系統萎縮症

　

磨糖尿病性神経障害い糖尿病

　　

性腎症及び糖尿病性網膜症

　

図脳血管疾患

　

面閉塞性動脈硬化症

　

回I曼性閉塞性肺疾

　　

患

　

殼両側の膝関節又は股関節に著しい変形を伴う変形性関節症

具体例の紹介

ヘルパ一の利用例

　

CD相談

　　　

入院中にソ一シヤルワ一力一に相談レ具体的なサ一ビスを決める

　　　

話し合いの結果い家事援助を選択したo併せてi1申請用紙をもらう

　　　　

硲障害福祉課の指定難病担当窓口でも貰うことができますo

　　　　　　　　　

I

　

昌利用申請

　　　

障害者福祉課の難病担当者にサ一ビスの利用申請

　　　　　　　　　

毒

　

図認定調査

　　　

障害者基幹相談支援センタ一の認定員が来られ80項目の質問を受け答えをする

　　　

医師の意見書に基づいて審査会で区分認定をうけるぐ2ヶ月かか句

　　　　　　　　　

１

　

印相談支援事業所を探す

　　　

知っているところに依頼

　　　　

氷相談支援事業所は障害者基幹相談支援センタ一で教えてもらえますo

　　　　　

同時にヘルパ一ステ一ションを探す

　　　　　　　　　

１

　

向障害区分認定が確定

　　　　　　　　　

毒

　

面サ一ビス等利用計画案の作成ｌ提出

　　　

相談支援事業所の担当者が本人に変わって行ってくれますo

　　　

またいその他の相談にものってくれますo

　　　　　　　　　

1

　

口支給決定

　　　

サ一ビス等利用計画案や障害者区分認定を踏まえ障害福祉サ一ビスの内容い利用時

　　　

間数が決定されますo

　　　　　　　　　

1

　

図受給者証の交付

６



　　

障害福祉課から郵送で送られてきますo

　　　　　　　　

1

図サ一ビス等利用計画の作成一提出I

　　

相談支援事業所の担当者が本人にかわり行ってくれますo

　　　　　　　　

1

廊事業所との契約

　　

ヘルパ一ステ一ションとの契約をしましたo

　　　　　　　　

毒

面サ一ビス開始

　　

ヘルパ一が事業所から来て家事援助をしてくれますo

補装具の利用例

　　

障害福祉サ一ビスではい基本買い取りでﾕ補装具や生活用具は助成金制度があ則上限額は決

　　

められていますo購入する物によって上限額は違うので障害福祉課に確認した方がいいですo

のリハビリの先生と冊子にて歩行器を選んでおく

　　　　　　　　　

１

面ソ一シャルワ一力一と指定事業者FやがみJにいき購入出来るまでのレンタルの申し込み

　　

をするo

　　　

i1週間は無料でその後は料金が発生する

　　　　　　　　　

１

図ソ一シャルワ一力一が区役所の障害福祉課に指定難病でも補装具の助成が使えるか確認を

　　

してくれましたo指定難病担当から補装具の助成金できると確認がとれましたo

　　　　　　　　　

1

の医師の意見書い見積も引カタログのコピ一を障害者福祉課にもっていきい補装具の申請

　　

書を提出しますo

　　　　　　　　　

耳

訟支給決定を待つぐ1ヶ月くらい

　　　　　　　　　

１

面給付券が発行される

　　　　　　　　　

工

口取扱い業者に連絡を入れ発注しますo

　　

ぐ行政の指定業者でないと助成金が受けられませんり

　　　　　　　　　

１

図歩行器を購入するo二の時に給付券は業者に渡しますo

搦助成金の上限を超え九分は自己負担となりますo
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ＤＲｊｌＷＡＯモデルによる街づくりとは

　　

京都大学経営管理大学院

　　

高齢社会街づくり研究所

財団法人生涯デザイン研究所

　

特命教授

代表取締役

　

専務理事

　　

岩尾聡士

　

この度は愛知県難病団体連合会様の機関紙への寄稿の機会をいただぎ感謝申し上げますo今回はい

私が目指しているr誰もが住み慣れた街で最期まで暮らすことのできるＤＲｊＷＡＯモデルバ以下

ＦＤＲｊＷＡＯモデルいの構想をご紹介するとともに医療介護を中心とい誰もが暮らしやすい街づくり

についてお話しさせていただきますo

　

私は医学博士取得後J997年よリアメリカ国立老化学研究所ぐＮＩＨ八1999年からはジョンズlホプ

キンス大学で研究活動を行っていましたo在米時にアメリカの様冷な病院や高齢者向け施設を訪れい病

院の機能分化がアメリカでははっきり区分されo病院と在宅をつなぐ施設としてぃ高い医療度の方を看る

知識をもった看護師が働く施設CSkilled NUｒＳｉｎｇＦａＣｉｌｉtｙｘ以下ＦＳＮＦｊが整っていることを知りま

したoそれに対してぃ日本は本来先端医療や急性期を担う大学病院が全ての患者様を診察するなどい現

在でも病院の機能があいまいな状態ですoまたいアメリカと違いい国民皆保険制度が導入されていること

でぃ誰もが医療へのフリ一アクセスができるという国民側の利点はありますがい少子高齢化や家族形態I

地域基盤の変化い経済成長の低迷など国内の状況が大きく変わっていく中いこのままでは社会保障費が

増大じ制度が保てなくなるのでにＬという危機感を当時強く持ちましたoこの体験からい私はo誰もが住

み慣れた街で最後まで暮らせるようにするための仕組みを考え始めいそれが後にＦＤＲｊＷＡＯモデルjの

構想となりましたo

　

現在日本ではい増大する社会保障費の抑制のために国家的な平均在院日数の短縮が進められていま

すo平均在院日数と訟病院に入院している日数の平均ですoこの平均在院日数は2019年には一般病

棟で1巳Ｏ日い感染病棟で8石日でしたが肘ふ国は2025年を目途にこの日数を９日まで短縮しよう

としていますo平均在院日数が短縮されるとい頻回な医療処置が必要な方も退院するケ一スが増えること

になりますがい受け皿となるアメリカのＳＮＦのような施設やい在宅で医療処置を行う訪問看護がまだ十分

に整っていない状況ですo

　

そこでＤＲｊＷＡＯモデルではい以下のような取り組みにより受け皿づくりを進めていきますo

ぐい働き方改革による訪問看護ステ一ションの拡充

　

街全体で医療看護介護リハビリを継ぎ目なく提供するために特に重要となるのがい訪問看護ステ一シ

ョンの普及ですoしかじ既に平均在院日数を短縮した欧米先進国と比較してぃ現状では我が国の訪問看

護師の数は大きく不足していると言わざるを得ませんo

　

訪問看護ステ一ション拡大の阻害となっている理由としてはい事務作業等での業務の負担が大きいこと

やい休暇が取りづらいことい体系的な教育体制がないことによる不安が要因となっていますo一方でぃ訪問

８



サ一ビスはユエ夫次第ではい家庭と両立しやすいという利点もありますｏ

　

ＤＲｊＷＡＯモデルではＪ虫自のプラットフォ一ムを提供することでぃ医療情報一看護情報の共有をベ一

スとしてぃ地域の訪問看護の需要と短時間であれば働ける訪問看護師のマッチング技術を開発し約70

万人存在するといわれる潜在看護師に働き方改革の提案を行いｴ他の先進国同様に就職率100c垢近く

にしたいと考えていますoまたＪＯＴやAIの導入を通して生産性を上げい本業に集中できる仕組みを作る

ことい訪問サ一ビスの体系的な教育を私の京都大学のラボや財団法人生涯デザイン研究所から提供する

ことで訪問看護師が働きやすい環境を作っていきますo

ぐ印情報共有lマッチングにより必要な方に必要なケアを提供ノＳＮＦ施設の拡充

　

少子高齢化に伴う医療看護介護リハビリの担い手不足が予想されるなかい看護一介護を行う事業者が

連携しつつそれぞれの生産性を上げていくことも必須となりますo現在は各業種が個別に利用者のデ一

タを独自の形式で保有しまたその多くが紙ベ一スでのデ一タ保有となっているためユケアを受ける方の

健康状態や介護度等のデ一タ共有が多業種間でスム一ズに行われていませんoさらに専門性が高いケ

アを必要とする方に対してはい適切な退院場所やケアプラン一事業者を選定することがい現状では難しい

状況と言えますo専門性がかみ合わないマッチングはユサ一ビスを受ける方にとって凱サ一ビス提供者

にとっても不幸なことですo

　

よってぃ今後は各業種が連携しながら生産性を上げていくとともに各種ケア一サ一ビスの需要に対して

シ一ムレスかつ最適なサ一ビスの提供が行える仕組みいコ一ディネ一卜が必要となってきますｏ

　

ＤＲｊＷＡＯモデルではけ医療処置が必要な要介護者をケアする専門技術jを取得した職員の効率的

な人員配置により八入退院等の病院連携I自宅復帰までをスム一ズに進める体制を取りますoさらに病

院から退院された方の受け皿となるＳＮＦを開発し在院日数が短くなることにより退院支援が十分でな

い場合い在宅での治療方針の説明ﾕ家族の教育等を行い病院から介護事業所ﾕ自宅までをシ一ムレスに

つなぐことでF必要な人がi必要なサ一ビスを丿必要な環境o場所で受けるにとを可能にしますoまたユプラ

ットフォ一ム上で利用者のデ一タを他業種間で共有レマッチング技術によリバラバラに存在するサ一ビ

スの需要一供給を最適化しますo

　

ここまで見てきたＤＲｊＷＡＯモデルによる街づくりが実現するといどのようなことが起きるかo例えばい難

病を持つ方がサ一ビス提供者を探し回らなくて凱在宅で必要な時に最適なケアを受けられるようになり

ますo同時にサ一ビスを提供する側も機能的i距離的に最適な事業者がケアに伺えるようになるためい

専門性を活かしながらも移動時間等を短縮して生産性を上げることができますoこのような仕組みを拡充

していくことでぃ難病を持つ方寸高齢の方い障害を持つ方ﾕ医療的ケアの必要な小児を含む全ての方がｴ

住み慣れた街で最後まで暮らすことができるようになりますo

　

私はＤＲｊＷＡＯモデルによる街づくりを広げていくことでぃ望まれて生まれてきた一人ひとりの方全てがい

住み慣れた街で自分らしい人生を送っていただける体制丿士組みづくりをしていきたいと考えていますo

ビジョンを持ちｴ皆様と協力してアクションを起こしサ一ビスを享受する側も提供する側も心豊かに生活

できる街づくりに少しでも貢献できればと思っていますo

　

ここまで３号に渡ってお読みいただき誠にありがとうございましたo

　　　　　　　　　　　　　　　　

出典べ注Ｄ厚生労働省F令和元ぐ201剛年医療施設働態調査l病院報告の概況J
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住み慣れた地域での暮らしを応援しますｉ

　　　　

一コロナ禍で思うこと一

医療法人杏園会

　

熱田リハビリテ一ション病院

リハビリテ一ション科部長

　

理学療法士

　　　

清水

　

久美

　

この度は愛知県難病団体連合会様の機関誌への投稿の機会をいただ飢感謝申し上げますo神経

難病においてもo近年の医学研究の進歩によりさまざまな治療法の選択が可能とな肌疾患によっ

ては日常生活動作能力の維持や社会活動への参加が可能となっていますoその中でも在宅を支える

手段としてぃリハビリテ一ション医療は重要ですがい国の施策一対策がはっきりしているわけでは

ありませんo多くの方は医療保険だけでなくユ介護保険や障害福祉の制度を利用されながらﾕご家

族や近隣の方４に支えられい療養生活を成り立たせておられるのではないでしょうか７一般に異な

る制度を跨ぐ利用には一定のル一ルがあ肌介護保険の利用を優先することとなっています丿旦じ

神経難病のリハビリテ一ションは専門性が高いことからｴ介護保険でリハビリテ一ションを実施し

ている場合でもい専門施設の外来における医療保険でのリハビリテ一ションを実施できることにな

っていますo当院の場合い特に専門施設ではありませんのでぃ介護保険でのリハビリテ一ションを

推奨していますoつまり通所リハビリテ一ションや訪問リハビリテ一ションの利用ですoまたい当

法人理事長は地域に対する思いが強くぃ地域事業には積極的に参加させていただきますのでﾕ是非

お気軽にお声がけ下さいO

　

次にい私の経験からい私見を交えてお伝えしますo私か理学療法士として働きだしてから早いも

ので35年が過ぎようとしていますo当時は介護保険制度すらなくｏ今とでは人身の生活様式も違

っていますo初めに就職したのは地域の公立病院でしたo一人職場で誰に相談することもできず毎

日手探りでしたoそんな中い近隣の山村地域の保健師よ肌筋萎縮性側索硬化症の方のリハビリテ

一ションについて相談を受けｴ訪問することになりましたo正直戸惑いましたo院内にも同じ疾患

の方が数名入院はされていました力気病状が進むと大学病院などに転院されい一貫したリハビリテ

一ションは行えない状況でしたoしかしその方は在宅で過ごされていましたo何とか歩くことは

できていました力気上肢の筋力の低下が進みい更衣や排せつぃ入浴にはご家族の介助か必要でしたo

それでも本人様のF自分で食べたいjという強い信念を感じながらい最初は上肢の筋力増強の方法

を指導するだけで精一杯でしたがｊ列えばい上肢を使い易くするために姿勢保持ができるといい一一

などい他愛もない会話でぃご家族が器用な方でもあられい次回の訪問時には手作りながらも背もた

れが出来ていた肌衣服に工夫が施されていたりい頭の下がる思いと同時に自分の無力さを感じず
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にはいられませんでしたがいご家族にFあなたの訪問が待ち遠しいいあなたに出会わなければ私達

はどうしたら良いのか分がらなかった口と言っていただ乱本当に救われましたo日常生活動作

の向上に向けた専門的な助言一支援であったということでしょうか７今でもその言葉を思い出すと

涙が出ますがいそれを機会に何も病院に閉じ龍っているだけが理学療法士ではないｌ院外を知らな

ければ自分の存在価値はないと思うようになりましたoこんな私の拙いいお恥ずかしいような経験

ですがい今の自分かあるのはいこれまで出会った患者様一利用者様ならびにそのご家族に育ててい

ただいたからだと思っていますoその入らしく過ごしていただくにはお互いの知恵を出し合いい近

隣の方今の力もｲ昔肌決して強制せずぃ自主性を重んじることｌだと感じていますo幸いにも35年

前と比べればｴ現在は各種福祉用具も開発されては都度改良されていますo今後ますます多様化レ

在宅療養生活の延伸が可能となるのではないでしょうか７

　

最後になりました力気昨年よりＣＯＶＩＤ一１９ぐ以下コロナ5という感染症が猛威を振るって

いますoコロナ廃用はご存じでしょうか７生活不活発病とも言われていますoこれまでの生活習慣

が過度な閉じ寵りによ肌運動ができなくな肌活動性が低下し体力や筋力の低下い転倒のリス

クなど身体機能のみならずいら機能や呼吸機能の低下丿

も影響を及ぼレそしてぃそれらは気付かないうちに進行していきますo筋力の場合い

　

１週間の安

静で約15恥い１ヶ月で約50呪もの筋力の低下が起こりますo一度落ちた筋力を戻すには２倍の時間

を要すと言われていますo筋力の低下は転倒一骨折一寝たきりの大きな原因ですo家の中でも工夫

すれば十分運動は可能ですo最も重要なのは継続させることですo神経難病は根治治療という面に

おいては乏しくぃ病状が進行するとい２４時間介護が必要となるためい本人様やご家族の負担は極

めて大きくぃ病気になっても住み慣れた地域での暮らしを継続させるためにに似やはりリハビリテ

一ションを含めた地域医療の充実や医療ｉ介護サ一ビスの更なる情報共有いネットワ一クの構築が

重要となりますo特にその入らしい人生が送れるよう進行状況に応じた個別のプログラムが必要で

すo世間では在宅ワ一クという形が確立しつつありますoリハビリテ一ションにおいて凱ＷＥＢ

を用いて運動プログラムを提供し実施状況を確認できるシステムの構築など急務と考えていますo

しかし

　

１対１のいわゆる個別のリハビリテ一ションのみでなくぃ集団におけるリハビリテ一ショ

ンの意義ﾕ楽しさの中から無意識下の運動を引き出し仲間同士助け合うことで生まれる一体感い

それらが意欲の向上につながるなどい得られるものは大きいはずですoポストコロナの時代に適し

た対面とオンラインの併用による新たな試みが待たれていると思いますo9月に予定されている愛

難連大会におかれまして払オンラインセミナ一としてﾕ新しい様式を試されるようですo素晴ら

しいことだと思いますo当院訪問リハビリテ一ション担当者も参加させていただきますoよろしく

お願い致しますo
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夏企画のそうめん販売への協力ありがとうございました
７患者会一団体からい106個ご購入のI瘍力をいただきい105丿50円の自己資金ぐ愛難連と各患

者会ｌ団体合わせてりを得ることができましたoありがとうございましたo

本場Ｉ長崎のFちゃんぽんＩ皿うどんJF　うどんJを

美味しく食べて
患者会一愛難連の自主財源づくりにご協力ください

　　　

お歳暮としてもご活用ください

　

いつもご協力ありがとうございますO

　

愛難連の事業は補助金一助成金などによってその多くが賄われていますo自主財源づく

りの取り組みを強めることが必要ですo売上利益はい各患者会の自主財源ともなりますO

　　

Fちゃんぽん一皿うどんjは本場l長崎の味ですoF手延べうどんJF鯛の奏でバ新製品う

は全国のデパ一トで冬の売れ筋商品として販売されいお歳暮にぴったりの商品ですoぜひ

ご活用くださいo

　

販売単価はお値打ち価格になっていますoぐ送料は別にかかりますり

申込受付期間は11月30日

　

ぐ火jまでとさせていただきますo

愛難連にい商品注文書でｴ注文ぐFAかメ一ルjレ

　　　　　

郵便振替にてぃ愛難連までご送金くださいo

愛難連は

　

注文書ぐFAX丿メ一ルりと振込での入金を確認した上でぃ業者に発注しますo

　

商品は

　

直接個人宅に届きますo

愛難連連絡先

　

TEL

　

052一485一6655

　　　　　　　

FAX

　

052一485一6656

　　　　　　　

E m a i l　ainanｒｅｎ飢ｒｕｅＪｃｎoｎｅo

郵便振替払込先口座は

　　　　　　　

口座番号

　　　　　　　

加入者名

12

00880一９一36058

愛知県難病団体連合会

ｌ
ｌ



ア価

一

ﾘﾐ
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政

０ちよ

Ｑ

万言１
こ淀どL

長崎ちゃんぽん

　

麺100g ｘ４袋いス一プ４袋

長崎皿うどん

　　

麺６０ｇ ｘ４袋いス一プ４袋

圖ダンボ一ルい1ケ一スし６個入包装外寸ノ３５７ｘ２９８ｘ８０ｎ

長崎ｲ云統の麺と特製ス一プ

し一g４

ちゃんぽん調理例

Hｔノ島手そうめん販売株式会社
長崎県諌早市津久葉町５丿42

TEL0957一25一8033 FAX 0957一25一8801

Ｘ平成30年9月１日より特別価格か改定となっていますo
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心願

麺

嘔

の

逸

才品

鯛の奏で厄二籐
標準小売価格1個４９８６０円く税ia3

　　　

特別価格３９２４０円c税込D

900g詰C90gｘ10束ﾝ

手延うどんぐ丸j 90gｘ5束

手延うどんぐ平j 90gｘ5東

鯛エキス入り出し汁８０ｍＩＸ４本

ダンボ一ル１ケ一ス一6個入

商品サイズ一361Ｘ2４2Ｘ47ｍ

1SIM4徊肖SいtQil1AUtiｓ丁aゑ吟ひUDeM

　　　

jgMSXiiN4丁Ｑ心Ni

　

5WXxilねg7W丁44ylW4iM1月CQkiU

島原のれんF唇ご4司
標準小売価格1個４９８６０円c税込5

　　　　

特ｉ価４２０９３０円９ふ

Ｌ２６０ｇ詰く９０ｇｘ14束丿
手延うどんC丸j90gｘ7束
手延うどんC平390gｘ7束
ダンボ一ル1ケ一ス一8個入
商品サイズ一312Ｘ238Ｘ32ｍｍ
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苛
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ぶ

1ひSAli呻galM島1111吻SいUQ6gaM4MUgn6丿

　　　　

li丿MOSSM411

　

r隋や6UCID瓢ずS丿14丁yliQり丁こNCQLT5

麺のしらべに叫三碩
標準小売価格1個５９４００円c税込3

　　　

特別価格３９０５０円ぐ税込j

L260g詰C90gｘ14束3
手延うどんぐ丸590gｘ４束
手延うどんぐ平390gｘ４束
そば90gｘ6束
ダンボ一ル１ケ一ス一8個入

商品サイズ一312X238ｘ32ｍ
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愛難連rちゃんぽんI皿うどん詰合せドうどんj販売事業 注文

米申込受付期間

　　

11月30日ぐ火りまでです

　　

rちゃんぽん一皿うどんjは10月中旬からの発送となりますぐ製造日より90日が賞味期限り

氷愛難連までぐＦＡＸまたはメ一ルでj申し込んでくださいo

氷注文書と入金ぐ別紙払込取扱票にてりを確認してo発送しますo

Ｌ患者会名

ＮＰＯ法人愛知県難病団体連合会

4o注文内容

　　　　　　　　　　　　　　

年

　　　

月

　　　

日

2o注文主様氏名ぐ患者様氏名り

　　　　

商品名

　　　　　　

単価

　　

個数

　　

小計

　　

送料

　　　

合計

ちゃんぽん皿うどん詰合せ

　

2ぶ00

　　　

個

　　　

島原のれん

　　　

2丿30

　　

個

　　　

麺のしらべ

　　　　

3爪O

　　

個

　

鯛の奏でぐ新製品j

　　

3ぶ40

　　

個

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

総合計

5o商品発送先

　　　　　　　

商品名

　　　　　　　　　　　　

のしC短冊型り

　　　

ちゃんぽん皿うどん詰合せ

　　　　　

不要ｌ祝ぐ無地り

　

ｌ御歳暮

島原のれんｌ麺のしらべ一鯛の奏で

　　

不要ｌ祝ぐ無地り

　

ｌ御歳暮

商品送り先住所

　

干

商品送り先

　　　　　　　　　　　　　　

商品送り先ぐ携帯等昼間連絡先丿

氏名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＴＥＬ

硲贈答用宅配の場合は宅配中込書ぐ贈答用う

　

愛難連連絡先

　

TEL

　

052一485一6655

郵便振替払込先口座

をご利用くださいo

FAX

　

052一485一6656

Eｍ ａ ｉ ｌ　ａｉｎａｎrｅｎ吐ruｅＪｃｎＪＩ

口座番号

　

00880一９一36058

加入者名

　

愛知県難病団体連合会

15

30注文主様への連絡方法ぐＴＥＬ丁ＦＡＸ一メ一ルアドレスな拍

一
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ｌ
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第2回オンライン
F難病カフエじょうさ

一偕行会城西病院一

いj

日時ニ9月29日ぐ水う

　　　

15時へ一16時

1部神経内科の錫村院長のお話

錫村先生はＭＳぐ多発l生硬化症jの専門の先生で

すo
先生のお話の後に質問コ一ナ一もありますo
普段気になることや病気のことを相談しましようo

2部

2009年にＡＬＳと診断を受け2013年からナ一ジンク

ホ一ムOASISで在宅生活を送られているｋさんはフアミ

リ一Iホスピス株式会社のアンバサダ一として活躍されて
いますo今回は視線入力によるコミュニケ一ションツ一ル

を使用したＫさんの日常生活をご紹介しますｏ

　　　　

Z00聞にてオンライン配信しますｏ

お申し込みは城西病院のホ一ムペ一ジをご覧くださいｏ

お問い合わせ

総合相談皿課0120一541一605
偕行会城西病院名古屋市中村区北畑町四丁目1番地

肖iぶU努ＷＷＷＸＡＩＫＯＵ泗ＲＪＰﾉＪＹＯＳＡＩﾉＮＥＷＳﾉ

17

Ｉ思いを共有しよう

Ｉ場所を共有しよう

Ｉ情報を共有しよう

突然難病と診断を受けどうし

たらいいのか不安な方いご家

族の病気のことで悩んでい

らっしやる方ｴまたその支援を

されている方い気軽にご参加

くださいo

まわり 間と

わになって

りきむことなく自然体で

lﾉ1

じxjl

17ﾚ1

琥
ドｉj

ﾌァミリ一ホスピス圓は
難病ｶﾌｪ一患者会支援活動を応

援しますo

加包
1ﾉ1ﾆ

拷ﾘﾚ

一

ｌ



ﾄﾞlmil3 ljaspiしc

　

緩和ケアが必要な神経難病寸がんＱ方のためＱ

　　

旧ナ一スコ一ルぐ株3

サ一ビス付き高齢者向け住宅ﾉ住宅型有料老人ホ一ム

フアミリ一一ホスピス株式会社ぐ東海Ｍま名古屋市と知立市に医療

体制を強化したナ一ジンクホ一ムを運営する会社ですｏ

神経難病重がんの末期の方などｏ医療一介護依存度の高い方を中心に０

２４時間３６５日安心して生活できるようお手伝いをしていますｏ

　

ai

　

病ｇけ入れ実績

ＡＬＳ

　　　　　　　

６３名

パ一キンソン病

　　

６７名

多系統萎縮症

　　

16名

進行性核上性麻疹

　

９名

脊髄小脳変性症

　　

９名

　　　　　　　

トR3年6月匍

対応可能な医療処置

　

胃ろう

　

ﾀﾞ

j
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厘
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ｊｌ尚ＭＳい蜀湯
量1

　

1で

　

言
づて

コミュニケ一ション支

　

の充実

　

透明文字盤や意思伝達装置ｏ

　

ナ一スコ一ル代替機機などい

　

いくつかの機器を保有ｏ

　

状況に合わせたコミュニケ一ション

　

支援をご提案しますｏ

あかlさたな1まiまやらわ

いきしちに1ひみゆりを

　　　　　

一oo一角一一a一巻一一角一III
かぐiTうぬふむよ４ん
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女愛知県医師会Ｉ難病相談室のご案内女

　

病気が長期にわたりｏ原因が不明o治療法が未確立というような疾患にお悩みの患者ｌ家族の

皆様にい広くご利用いただくよう難病相談室を常設いたしております丿台療や療養生活をはじめい

病気になったことで生ずる社会生活上の問題い例えば経済的な心配や職場復蛸芙学校生7乱家庭

生7乱人間関係等のご維談にも応じていますoお困りの方はoどうぞお気軽にご照会くださるよ

う申し上げますo

　

難病相談室はい愛知県におけるF難病相談Ｉ支援センタ一Jとしての役割を担いい相談事業を

始めとし各種事業を行っていますoなおい詳細は下記へお問い合わせくださいo

　　

C相談は無料い秘密は厳守されますり

争相談医師C専門別バこよる医療相談

　　　　

指定日の午後２時一５時ぐ予約泗D

　

対象疾患ｌｍ神経

　

昌感覚器ぐ耳鼻りRD

　

図膠原病

　

廊腎臓

　

面循環器

　

仙消化器

　　　　　　

口呼吸器

　

図内分泌一代謝

　

回血液

　

億小児

　

仙骨一間接

　

仙心身

　　　　　　

母血管外科

　

仙脳内外利一

　

令医療ソ一シャルワ一力一による療養相談一生活相談

　　　　　　

月曜日へ一金曜卜丿

　

午前９時一午後４時まで

　

今難病相談室の所在地二愛知県医師会館一２階

　　

名古屋市中区栄４丁目14番28号

　

TELC052り241一4144

19

　

アステラス製薬は

　

s患者会支援活動Ｍこ取り組んでいますｏ

　

癩者金活動を側聞からい幅広くお手伝いするためo

　

2006年４月より社会員猷活幽として取りI糖んでい享すo

　

公募断酒勣資金助成ピアサポ一ト研俸

　

Ｊ

　　　　　　　　　　　　

明alよ変えりtむ
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争耳輿ｌ毒毒母
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ＡＮＧ 平成２年５月１日第三種郵便物承認

　

C年４回215一8一11月の20日発行丿

　　　　　　　　

令和３年８月２０日発行

　

ANG 349号　定価150円

愛

　

難

　

連

　

の

　

難

　

病

　

相

　

談
電話連絡先１０５２一４８５一６６５５

　　　　

ＦＡｘ ｌ ０５２一４８５一６６５６ぐＦＡＸは２４時間り

　　　

相談日１月曜日一一金曜日

　

１０１００一一一1６1００

　　　　　　　　　　　　　　

一あなたの声を聞かせてください一

愛難連ではo難病患者さんやそのご家族の方４ヵ瓢住み慣れた場所で安定した療養生活を送ってい

けるようにo保健一医療I福祉等の関係機関と連携を図りながら活動していますO

私達はＪ

の輪を社会へと広げoより良い社会生活を送れるように努めていますo一人で悩まずoお気軽にお電

話下さいoあなたの声がo同じ病気で苦しむ仲間の力になるかも知れませんO

く加盟団体一覧浙

全国筋無力症友の会

　

愛知支部

　

ぐTEトFAxj

　　　　　　　

小休宅

一般社団法人

　

愛知県腎臓病協議会

　

ぐTEい

　　　　　　　

事務所

愛知県筋ジストロフィ一協会

　

CTEい

　　　　　　　

大島宅

日本二分脊椎症協会

　

東海支部

　

CTEレFA刈

　　　　　　　

橋本宅

全国パ一キンソン病友の会

　

愛知県支部

　

CTEい

　　　　　　　

深谷宅

愛

　　　

知

　　　

県

　　　

肝

　　　

友

　　　

会

　

CTEい

　　　　　　　

水上宅

愛

　　

知

　　

心

　　

臓

　　

病

　　

の

　

会

　

ぐTEい

　　　　　　　

牛田宅

愛

　

知

　

低

　

肺

　

機

　

能

　

グ

　

ル

　

一

　

プ

　

CTEレFAXD

　　　　　　　

近藤宅

ベ一チェット病友の会

　

愛知県支部

　

口Eい

　　　　　　　　

森田宅

つぼみの会愛知I岐阜

　

愛知支部CI型糖尿病り

　

CITEい

　　　　　　　

山下宅

日本ALS協会愛知県支部ぐ筋萎縮性側索硬化症5

　

CTEトFAか052べ83一3050事務所

愛知県網膜色素変性症協会りＲＰＳ愛知り

ぐTEレFA刈 新井宅

ＬＯＯＫ友の会ぐクロ一ン病ｏ漂l瘍性大腸炎3

　

CMoi目

　

mlzunoj 81 8j45にezｗebJeJp

口唇口蓋裂を考える会ぐたんぽぽ会丿

　

口巳い

　　　　　

りJu横田宅
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海

　

脊

　

髄

　

小

　

脳

　

変
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症

　

友
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会

　

CTELD

　　　　　　

I松崎宅

もやの会ぐもやもや病の患者と家族の会５

　

けEい

　　　　　　　

奥田宅

愛知県脊柱靭帯骨化症患者l家族友の会くあおぞら会り

　

ぐTE口

　　　　　　　

林宅

日本マルフアン協会ぐマルファン症候群丿

　

口EレFA刈

　　　　　　　

大柄宅

愛知線維筋痛症患者一家族会エスペランサ

　

けEレFAxj

　　　　　　　

中山宅

プラグ一Ｉウィリ一症候群児ｌ者親の会

r竹の子の会丿西東海支部

　

りELづAわ

　　　　　　　

杉本宅
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約8丿00名ｊ

発行人INPO法人愛知県難病団体連合会

発行所1名古屋市中村区本陣通5一6一1地域資源長屋なかむら101
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